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香川県情報誌

愛知県で生まれ、福井県で消防
士に。妻とは大学のアカペラサー
クルで出会い、福井、香川と共に
移住。2023年結婚。

漁師、食堂「漁師のごはん屋うえちゃん」経営
上田真也さん

香川に住んで

はじめたこと

　

愛
知
県
出
身
の
上
田
さ
ん
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
海
と
魚
に

夢
中
。学
校
の
休
み
に
は
祖
父
の
い
る
知
多
半
島
で
釣
り
に
興

じ
、大
学
時
代
は
釣
り
具
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。

　

大
学
卒
業
後
も
そ
の
ま
ま
店
で
働
け
た
が「
社
会
人
た
る

も
の
、自
分
の
趣
味
よ
り
社
会
貢
献
」と
、消
防
士
に
な
っ

た
。し
か
し
、ど
う
も
仕
事
が
自
分
に
合
っ
て
い
な
い
。そ
う

感
じ
始
め
る
と
、い
っ
た
ん
は
手

放
し
た
海
と
魚
へ
の
思
い
が
再
燃

し
、漁
師
へ
の
転
職
を
決
意
す
る
。

　

狙
い
は
瀬
戸
内
海
。中
学
の
修

学
旅
行
で
訪
れ
た
淡
路
島
の
漁
業

体
験
で
、驚
く
ほ
ど
の
大
漁
を
目
の
当
た
り
に

し
て
以
来
、憧
れ
の
海
だ
。沿
岸
各
地
の
自
治

体
が
実
施
す
る
漁
業
就
業
支
援
施
策
を
調
べ
、

選
ん
だ
の
が「
か
が
わ
漁
業
塾
」で
あ
る
。

　

2
0
2
1
年
に
さ
ぬ
き
市
津
田
町
に
移

住
。漁
業
塾
で
指
導
役
を
務
め
て
く
れ
た
の

が
、後
継
ぎ
を
探
し
て
い
た
津
田
町
の
師
匠

だ
っ
た
。現
在
も
師
匠
と
共
に
漁
に
出
つ
つ
、

自
分
で
も
船
を
持
ち
、定
置
網
漁
、タ
コ
、イ

カ
、ワ
タ
リ
ガ
ニ
漁
を
行
っ
て
い
る
。

　

取
っ
た
魚
の
価
値
を
高
め
た
い
、お
い
し
く
食

べ
て
も
ら
い
た
い
。そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
2
0
2
5

年
に
は「
漁
師
の
ご
は
ん
屋 
う
え
ち
ゃ
ん
」を

移住仲間、「ウラツダ」の経営者仲間が
祝福してくれた愛優美さんとの結婚式。

学校や地元のイベントで、
漁業・魚食振興のワーク
ショップも担当。ボード制
作はウェブデザイナーの
経験がある愛優美さん。

釣り好き少年、
瀬戸内で漁師に。
漁師、食堂「漁師のごはん屋うえちゃん」経営

上田真也さん

一番人気のタコ飯は、津田の海
で取れたタコがたっぷり。お米
はさぬき市の隣の東かがわ市産
のもの。テイクアウトもできる。

開
店
し
た
。深
夜
1
時
か

ら
4
時
ま
で
海
に
出
て
、

軽
ト
ラ
で
市
場
に
出
荷
。

6
時
に
帰
宅
し
た
ら
仮

眠
を
取
り
、起
き
た
ら
仕
込
み
を
し
て
、妻
の

愛
優
美
さ
ん
と
11
時
か
ら
店
を
開
け
る
。激
務
で

は
あ
る
が
、漁
も
店
も
自
分
の
裁
量
で
経
営
で

き
、規
則
や
人
間
関
係
の
窮
屈
さ
が
な
い
の
は

快
適
だ
。

　
「
う
え
ち
ゃ
ん
」の
一
番
人
気
は
タ

コ
飯
。食
べ
る
人
の
笑
顔
は
漁
の
意
欲

に
も
つ
な
が
る
。今
で
は「
仕
事
は
何

で
も
社
会
の
役
に
立
つ
。せ
っ
か
く
な

ら
得
意
な
事
で
役
立
つ
の
が
一
番
」と

思
っ
て
い
る
。瀬
戸
内
海
を
舞
台
に
、

子
ど
も
時
代
の
熱
中
を
職
業
と
し
て

実
ら
せ
た
上
田
さ
ん
。そ
の
毎
日
は

晴
れ
や
か
だ
。

津田港で、妻と娘の光莉さんと。
漁の規模拡大と改善を計画。
「漁師の後輩が、ぜひとも欲し
い」という思いは切実。

ひかり

あ

ゆ

み

香川県情報誌
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香川の夏旅を
ヤドンと一緒に。

とぼけた表情と、のんびりとした雰囲気。
世代を超えて愛されるヤドンと一緒なら、
香川の夏旅はもっと楽しくなる。

う
ど
ん
県
と
ヤ
ド
ン
の

楽
し
い
関
係
。

　

ゲ
ー
ム
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、ア
ニ
メ
、カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
、グ
ッ
ズ
や
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
世
界
中

で
愛
さ
れ
て
い
る
ポ
ケ
モ
ン
。1
0
0
0
種
類
以
上

の
ポ
ケ
モ
ン
が
存
在
す
る
中
で
、な
ぜ
か
香
川
で
は

「
ヤ
ド
ン
」を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
。電
車
、バ
ス
、

フ
ェ
リ
ー
か
ら
、公
園
、土
産
物
、マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

ま
で
。ピ
ン
ク
色
の
か
わ
い
い
姿
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、ヤ
ド
ン
が「
う
ど
ん
県
P
R
団
」と
し
て

活
動
し
て
い
る
か
ら
。10
年
以
上
前
の
企
画
を
き
っ

か
け
に
香
川
と
ヤ
ド
ン
が
結
び
つ
き
、楽
し
い
関
係

が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
の
だ
。

　

事
の
始
ま
り
は
2
0
1
5
年
4
月
1
日
の
エ
ー
プ

リ
ル
フ
ー
ル
企
画
で
あ
っ
た
。香
川
に
は
ヤ
ド
ン
研
究

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
ヤ
ド
ン
が
逃
げ
出
し

た
と
い
う
架
空
の
情
報
を
S
N
S
で
発
信
し
、地
元

新
聞
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、想
定
を
上
回
る
反
響
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。「
う
ど
ん
」と

「
ヤ
ド
ン
」の
音
の
響
き
が
似
て
い
る

と
い
う
小
さ
な
、し
か
し
共
感
し
や

す
い
縁
が
生
ん
だ
企
画
で
あ
る
。そ
の

後
、2
0
1
8
年
の
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー

ル
企
画
で
は
、う
ど
ん
県
知
事
な
ら
ぬ

ヤ
ド
ン
県
知
事
と
し
て
ヤ
ド
ン
が
就

任
。こ
の
時
に「
う
ど
ん
県
×
ヤ
ド
ン
」

の
最
初
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
登
場
し
て

い
る
。そ
し
て
同
年
12
月
、株
式
会
社
ポ

ケ
モ
ン
と「
地
域
活
性
化
に
関
す
る
連

携
協
定
」を
締
結
し
、ポ
ケ
モ
ン
ロ
ー

カ
ル
A
c
t
s
の
取
り
組
み
と
し
て
正

式
に
ヤ
ド
ン
が「
う
ど
ん
県
P
R
団
」と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
れ

以
降
、毎
年「
ヤ
ド
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス
i
n
香
川
」を
開

催
し
、一
緒
に
香
川
を
P
R
し
て
い
る
。

　

2
0
2
3
年
に
は
綾
川
町
に
ヤ
ド
ン
公
園
が
開
園

し
た
他
、株
式
会
社
ポ
ケ
モ
ン
の
伊
藤
C
B
O
と
池
田

知
事
に
よ
る
当
誌
で
の
対
談
が
実
現
。そ
の
時
の「
ヤ

ド
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
の
制
作
が
で
き
た
ら
」と

の
話
題
を
き
っ
か
け
に
、県
立
高
松
工
芸
高
等
学
校
に

お
い
て
ヤ
ド
ン
に
ま
つ
わ
る
工
芸
品
や
ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
制
作
も
行
わ
れ
た
。さ
ら
に
2
0
2
5
年
に
誕
生

し
た
ポ
ケ
モ
ン
セ
ン
タ
ー
カ
ガ
ワ
で
は
、エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
ヤ
ド
ン
が
出
迎
え
る
な
ど
、ヤ
ド
ン
と
香
川

の
つ
な
が
り
は
広
が
り
続
け
て
い
る
。

　

ヤ
ド
ン
に
は
、見
て
い
る
人
の
心
を
解
き
ほ
ぐ
す
魅

力
が
あ
る
。こ
の
夏
、香
川
で
ヤ
ド
ン
を
見
つ
け
て
も

い
い
し
、お
気
に
入
り
の
ヤ
ド
ン
と
一
緒
に
あ
ち
こ
ち

巡
っ
て
も
い
い
。き
っ
と
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
楽
し
い

旅
の
時
間
に
な
る
。

香川県の特産品である「うどん」と「ヤドン」の音の響き
が似ている他、ヤドンが「あくびをすると雨が降る」という
言い伝えが水不足で悩まされている香川と相性が良く、
ヤドンの「しっぽが甘い」ことも香川の和三盆や希少糖
とリンクする。

香川県内を巡って、観光スタンプ3個と切符
スタンプ1個を集めるとヤドンのお皿など、
「うどん県×ヤドン」のコラボグッズが当たる。

開催期間
2026年４月24日（金）～12月31日（木）

ファーストコンタクト
2015年4月1日「ヤドン800匹大
脱走」のエープリルフール企
画。極秘のヤドン研究センター
から800匹のヤドンが逃亡。

ヤドンがヤドン県知事に！
2018年4月1日「ヤドン県へ改
名」のエープリルフール企画。
香川県はヤドン県に改名し、ヤ
ドンが知事に就任した。

香川の推しポケモン
ヤドン

香川県綾川町にある、ヤドンをテーマにした公園。長さ約5㍍、
高さ約2㍍の「みんなのヤドン」の他、ヤドンをモチーフにした
6つの遊具がある。正式名称は「ひだまり公園あやがわ」。

香川県綾歌郡綾川町萱原253-7
開園時間 午前7時～午後8時

のんびり、ゆったり
ヤドン公園

道や県ごとに選ばれた「推しポケモン」が、国内
外への地域の魅力発信を手伝う活動。地元の団
体・企業との協力により、推しポケモンのデザイ
ンを施した乗り物の運行や土産物の発売が実現
している。

2                                 1

スタンプラリー開催中

スタンプの設置箇所など詳細は
左記二次元コードを参照。
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移動手段まで
旅の目的になる。
香川では、ヤドンと一緒に移動できる交通機関がある。
目的地までの時間が楽しくなるだけでなく、
移動そのものが目的の一つになる。

コトコト、ヤドンと各駅停車の旅を楽しむ。
香川の私鉄「ことでん」では、琴平線にて｢うどん県
×ヤドン号｣、通称「ヤドンの電車」を運行している。
ヤドン公園の最寄り駅・綾川駅まで移動できる他、瓦
町駅、仏生山駅、綾川駅では、駅名板のデザインがヤ
ドン仕様になっている。瓦町駅を発車する際にはヤド
ンのうた「どないやねん ヤドン」をモチーフにしたメ
ロディーが流れるのも聞き逃せない。

各地を結ぶ空港リムジンバスでも
ヤドンが送迎。

ヤドンがラッピングされたリムジンバスが、香川のあちこちを走ってい
る。JR高松駅と高松空港を結ぶことでんバスに、綾川町のヤドン公園を
経由し丸亀市と高松空港を結ぶ琴参バス。西讃観光は、四国中央市か
ら観音寺・善通寺・丸亀を巡るバスを運行している。旅の始まりも帰り
道もヤドンと一緒。どのルートに乗るかで、出会える景色が少しずつ違
うのも魅力である。

瀬戸内海の夏旅もヤドンと過ごしたい。
穏やかに風を切りながら瀬戸内海を渡る、香川ならではの船旅
へ。高松港と小豆島・土庄港を結ぶ「ヤドンのフェリー1号船」
と、小豆島・福田港と姫路港を結ぶ「ヤドンのフェリー2号船」。一
歩足を踏み入れれば、船内にもあちこちにヤドンの気配があり、
思いがけない場所でのヤドンとの出会いも楽しい。

ヤドンを貸し切って
じっくり香川を巡る。
ヤドンと一緒に、香川を巡る。そんな少しぜ
いたくな願いをかなえてくれるのが「ヤドンのタ
クシー」である。ヤドン仕様のマンホールをたどる「ポケふた巡りコー
ス」と、行き先も過ごし方も自由な「のんびりフリープラン」、二つの
コースを中心にして、時間に追われずヤドンとの旅を味わえる。

ことでんバス運輸サービス部 TEL087-821-3033（平日午前9時～午後5時）
琴参バス TEL0877-22-9191（年中無休 午前７時30分～午後9時）
西讃観光 TEL0875-25-1200（日曜・祝日を除く午前9時～午後5時）

【各港の連絡先】
小豆島フェリー株式会社
高松のりば TEL087-822-4383　土庄のりば TEL0879-62-0875
福田のりば TEL0879-84-2220　姫路のりば TEL079-234-7100
上記受付時間は全て午前8時～午後７時30分

【お問い合わせ】
せとうちタクシー TEL 087-811-5850（平日午前9時～午後5時）

詳しくは うどん県×ヤドン ヤドンパラダイスin香川　https://yadon.my-kagawa.jp/

ヤドンの
電車

ヤドンの
バス

ヤドンの
フェリー

ヤドンの
タクシー

ヤドンはどこだ？
17市町で宝探し。

　

ポ
ケ
モ
ン
の
絵
が
描
か
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の

ふ
た「
ポ
ケ
ふ
た
」。本
物
と
同
じ

丈
夫
な
鋳
鉄
製
で
、実
際
に
下
水

道
の
ふ
た
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
も
の
も
多
い
。香
川
で
は
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
と
ヤ
ド
ン
た

ち
が
に
ぎ
や
か
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
ポ
ケ
ふ
た
が
、全
17
の
市
町

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。観
光
地
を

巡
る
時
に
は
、ぜ
ひ
近
く
に
あ
る

ポ
ケ
ふ
た
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

「
ど
こ
か
な
？
」と
探
し
て
い
る

と
、意
外
な
発
見
や
思
わ
ぬ
出
会

い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

1 高松市

12直島町

5観音寺市

6さぬき市

8三豊市

4善通寺市2丸亀市

15琴平町

18ヤドン公園

16多度津町

10小豆島町

17まんのう町 7東かがわ市

3坂出市

11三木町13宇多津町14綾川町

9土庄町

香川県の
ポケモンマンホール
「ポケふた」

【お問い合わせ 】 ことでん運転営業所 TEL087-831-6008

ヤドンのバスの運行情報は、各社のHP等でご確認ください。
【お問い合わせ】
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香
川
県
が
誇
る
伝
統
工
芸
の
技
が
ヤ
ド
ン
と
出
会
い
、

個
性
的
な
土
産
物
に
変
身
し
た
。

県
内
各
地
の
道
の
駅
や
土
産
物
店
、高
松
空
港
、

特
別
名
勝
・
栗
林
公
園
東
門
横
の

「
か
が
わ
物
産
館 

栗
林
庵
」で
も
手
に
入
る
。

　

香
川
の
ヤ
ド
ン
を
遊
び
つ
く
す
の

に
1
日
で
は
足
り
な
い
。そ
う
感
じ
る

な
ら「
ヤ
ド
ン
の
お
宿
」へ
。誰
に
も
邪

魔
さ
れ
な
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間

で
、香
川
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
イ
テ
ム
に

見
と
れ
た
り
、家
族
や
仲
間
で
写
真
を

撮
っ
た
り
、ヤ
ド
ン
を
独
占
す
る
幸
せ

を
思
う
存
分
味
わ
い
た
い
。そ
し
て
、

宿
泊
し
た
人
だ
け
が
手
に
入
れ
ら
れ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

は
、プ
ラ
イ
ス
レ
ス
の
土
産

に
な
る
。ど
ち
ら
の
施

設
も
観
光
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
よ
く
、旅
の
拠

点
と
し
て
も
便
利
だ
。

夢の中でも
会えるかも。

帆掛け船のヤドンと
「こんぴら船々」を歌おう

ことひら温泉琴参閣

　金刀比羅宮の門前町にはこんぴら温泉郷があり、本殿
までの石段を上り下りした体をリフレッシュする湯として、
参拝と併せて親しまれている。
　琴参閣は、さまざまな湯種の大浴場や眺めのいい露天
風呂、露天風呂付きの客室などが人気の大型観光旅館。
ここのヤドンのお宿は、畳の間とベッドが組み合わさった、
家族連れやグループ旅行にぴったりの和洋室だ。
　部屋の壁では、松の樹上や竹林でくつろいだり、「こん
ぴら船々」を口ずさみたくなるような帆掛け船で寝そべっ
たりと、和風のヤドンが目新しい。琴平町のお隣、三豊市
で作られた張り子が並び、金刀比羅宮のある象頭山を望
む窓にもヤドンが潜む。
　ここを目当てに日本全国、さらにアジアや欧米からもたく
さんのゲストがやって来る。温泉で安らぎ、ゆったりマイペー
スなヤドンに癒やされる至福は、万国共通なのだろう。
　ぐっすり眠って旅の疲れが取れた翌朝は、門前町へと
冒険に出かけよう。

香川県仲多度郡琴平町685-11

ヤドンとうどんの共演に、お城も参戦。
丸亀プラザホテル

　JR丸亀駅から徒歩5分ほどの市街地にある、観光客にもビ
ジネス客にも好評な丸亀プラザホテル。
　ここのヤドンのお宿は、日当たりのいい室内にピンクのヤド
ンが躍り、明るさと元気が満ちている。笑顔で戯れているの
は、なんとうどんの麺。ヤドンとうどんの共演は、うどんの名店
が多い丸亀ならではの心憎い演出だ。
　さらにご当地らしさを加えるのは、窓から見える丸亀城。江
戸時代から残る「現存12天守」の一つである。ポケモンファン

タジーに包まれた空間
から、歴史ロマンあふれ
る城郭を望めば、感性
が拡張するような不思
議な時間が流れ始める
ことだろう。

　この宿にも、世界中から大人も子どももやって来る。ヤドン
公園やポケふたを巡り、「ヤドンのお宿」をはしごするツワモノ
も。丸亀から西へ東へ。香川のヤドンを全制覇したくなる。

香川県丸亀市塩飽町50-3

丸亀城

撮影協力 ｢かがわ物産館 栗林庵｣
香川県高松市栗林町1丁目20番16号（特別名勝栗林公園東門横）
特別名勝栗林公園にある県産品を扱うアンテナショップ。
ヤドングッズなどオンラインショップでも一部購入可能。
年中無休／11月～1月：午前9時～午後5時、 2月・10月：午前9時30分～午後5時30分 、3月～9月：午前10時～午後6時

ヤドンブリ（香川漆器）
江戸時代に藩主の保護のもと発展した香
川漆芸。伝統の技が生んだ、ピンクの色漆
と漆絵で気高いシルエッ
トが浮かび上がる漆
器の丼。

ヤドンの丸亀うちわ
丸い形と小判型の2種類があり
絵柄は全4種類。国の伝統的工
芸品に指定されている丸亀うち
わ。夏の旅には欠かせない。

和三盆ヤドン
讃岐の地に200年以上続く高級甘味｢和三
盆｣から生まれたヤドンの干菓子。色や形
に心躍る。ヤドンのしっぽに劣らぬ甘さ。

ヤドンのようかん
さぬき和三盆を使った｢ヤドンの
ようかん｣。香川県の名所をイメー
ジした特製パッケージで3種類の
味があり、バラ売りと箱売りがある。

ヤドン手拭い（讃岐のり染）
ヤドン保多織ハンカチ
もち米からできたのりを置いて染め上げる讃岐のり染の技法
で一枚一枚手染めした｢ヤドン手拭い｣。保多織のハンカチ
は、通気性・吸水性が高く、優しい肌触り。

ヤドンタンブラー
ヤドンカップ
木製の自然の風合いで、熱いものから冷た
いものまで一年中使える。香川漆器ならで
はの艶と輝きを楽しみたい。 伝

統
の
技
で

ヤ
ド
ン
を
彩
る
。

ヤドンのおはし
ヤドンのしっぽをイメージし、庵治
石の粉を混ぜた漆で仕上げた香
川漆器の｢ヤドンのおはし｣。軽く
て丈夫、手放せないマイ箸になる。

ぞう ず さん

り
つ
り
ん

かがわ物産館
栗林庵の

オンラインショップ
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J
R
丸
亀
駅
か
ら
徒
歩
5
分
ほ
ど
の
場
所

に
建
つ
、旧
電
電
公
社
の
建
物
を
改
修
し
た

ビ
ン
テ
ー
ジ
感
の
漂
う
ビ
ル
。
そ
の
1
階
に

あ
る
の
が
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
さ
で
目
を
引
く

「
タ
ン
ジ
ー
ル
カ
フ
ェ
」だ
。
オ
ー
ナ
ー
の
石
田

琢
磨
さ
ん
が
、埼
玉
県
で
経
営
し
て
い
た
飲

食
店
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
レ
モ
ネ
ー
ド

の
専
門
店
と
し
て
、2
0
2
3
年
に
丸
亀
市
で

開
業
し
た
。

　

香
川
県
で
の
レ
モ
ン
の
出
荷
最
盛
期
は

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
。
そ
の
時
期
の
レ
モ

ン
を
中
心
に
大
量
に
シ
ロ
ッ
プ
を
製
造
し
、

一
年
中
、注
文
ご
と
に
レ
モ
ネ
ー
ド
に
仕
立

て
て
い
る
。

　
「
収
穫
し
た
て
の
香
川
の
レ
モ
ン
は
、酸

味
、甘
味
の
ど
ち
ら
も
濃
く
、香
り
も
華
や
か
。

皮
ま
で
漬
け
込
め
る
の
で
、味
わ
い
が
よ
り

深
く
な
り
ま
す
」。
レ
モ
ネ
ー
ド
は
約
20
種
類

と
多
彩
。一
番
人
気
は
、炭
酸
で
割
っ
た
い
わ

ゆ
る
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
で
、牛
乳
や
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
な
ど
思
い
が
け
な
い
組
み
合
わ
せ
の

も
の
も
あ
る
。
し
っ
か
り
し
た
レ
モ
ン
の
味

わ
い
が
、他
の
素
材
に
負
け
な
い
か
ら
こ
そ

成
立
す
る
ブ
レ
ン
ド
だ
と
言
う
。

　

今
年
3
月
、
こ
の
シ
ロ
ッ
プ
が
ド
イ
ツ
に

渡
っ
た
。丸
亀
市
が
、
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
※
　

が
実
施
す
る
、2
0
2
5
年

版
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
T
O
P

1
0
0
選
」
に
選
ば
れ
、さ
ら
に
最
終
審
査
で

「
ビ
ジ
ネ
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
」
の
世

界
2
位
を
受
賞
。
ベ
ル
リ
ン
で
行
わ
れ
た
授

賞
式
に
シ
ロ
ッ
プ
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
だ
。

　

受
賞
の
背
景
に
は
、環
境
循
環
型
の
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現
が
あ
っ
た
。
タ
ン
ジ
ー
ル

カ
フ
ェ
の
レ
モ
ネ
ー
ド
シ
ロ
ッ
プ
は
三
豊
市

仁
尾
町
の「
ま
る
く
農
園
」
で
栽
培
さ
れ
た
レ

モ
ン
で
製
造
す
る
。
ま
る
く
農
園
の
農
地

は
、
タ
ン
ジ
ー
ル
カ
フ
ェ
と
同
じ
丸
亀
市
に

あ
る
大
名
庭
園「
中
津
万
象
園
」
で
剪
定
さ
れ

た
松
葉
に
覆
わ
れ
て
い
る
。廃
棄
さ
れ
て
い

た
大
量
の
松
葉
が
、防
寒
や
乾
燥
防
止
の
役

割
を
し
っ
か
り
担
っ
て
い
る
の
だ
。そ
し
て
、中

津
万
象
園
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、事
前
に
注
文
が

あ
れ
ば
タ
ン
ジ
ー
ル
カ
フ
ェ
の
シ
ロ
ッ
プ
で
作

る
レ
モ
ネ
ー
ド
を
提
供
し
て
お
り
、文
化
施
設
と

果
樹
農
家
、加
工
販
売
店
を
、レ
モ
ン
が
ぐ
る
り

と
つ
な
げ
て
い
る
。

　

こ
の
循
環
を
関
係
者
に
提
案
し
た
の
が
丸

亀
市
だ
っ
た
。観
光
に
よ
り
長
期
的
に
地
域

を
発
展
さ
せ
る
事
業
の
実
現
と
、
そ
の
実
現

に
市
と
、市
内
外
の
学
校
が
関
わ
り
、産
官
学

が
連
携
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。丸
亀
市

で
は
、中
学
・
高
校
で
、生
徒
が
学
食
で
販
売

会
を
実
施
す
る
な
ど
、魅
力
あ
る
地
域
資
源

を
発
掘
・
発
信
す
る
人
材
の
育
成
に
も
レ
モ

ネ
ー
ド
を
活
用
。10
代
の
若
者
も
巻
き
込
ん
だ

地
域
の
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、食
べ
る
こ
と
と
共
に
背
景
の
食
文

化
を
知
る
旅
が
話
題
で
あ
る
。一
杯
の
レ
モ

ネ
ー
ド
に
隠
さ
れ
た
丸
亀
の
物
語
も
、
ぜ
ひ

現
地
で
味
わ
う
価
値
が
あ
る
。

　

香
川
で
は
、未
来
の
旅
と
街
を
明
る
く
す

る
、
レ
モ
ン
旋
風
が
吹
い
て
い
る
。

爽快、レモン旋風は未来へ。
温暖で雨の少ない香川県は、柑橘類の栽培に適した地域である。
中でも注目されているのが、栽培歴40年以上を誇る、
瀬戸内の豊かな自然が育んだ、風味あふれるレモンだ。
丸亀市には、その県産レモンを使ったレモネード専門店がある。
一口飲めば、清涼な風が体中に吹き抜けるレモネードは
「環境循環型の観光ビジネス」のシンボルになっている。

タンジールカフェオーナー石田琢磨さ
ん。20回も香川に来るほどのうどん好き
が高じて丸亀市に移住。昨年うどん店を
出店し、輪切りレモンを並べたレモンう
どんも販売。

※ 「グリーン・デスティネーションズ」とは、持続可能な
　 観光地の国際認証機関であるオランダの非営利団体。

璃の香。
夏の柑橘も登場

香川県では、穏やかな気候と豊かな自然環境の中で、登録生産者が大切に育てたレ
モンを「さぬき讃レモン」として売り出し中。
また、レモンの一種「リスボン」にヒュウガナツを交雑して開発された「璃の香」の生産に
も勢いがある。こちらは、酸味のまろやかさとヒュウガナツの独特の香りが特徴で、8月
から9月にかけて果皮が緑の状態で出荷されている。

処分にコストがかかっていた約
1,500本分の松葉が、レモン農
園では果樹を守るグランドカ
バーとして大活躍。これは中津
万象園の庭師さんのアイデア。

松葉の防寒効果で越冬し、初
春に収穫するレモンで作った
シロップは、特別なラベルで販
売。中津万象園で親しまれる
大傘松と、江戸期に地域を治
めていた京極家の家紋をあし
らっている。

璃の香さぬき讃レモン

「ビジネス＆マーケティング部門」の世界2位を受賞。

中津万象園

かんきつ

り        か
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香
川
に
移
住
さ
れ
た
い
き
さ
つ
と
、坂
出
市
を
拠
点
に
活
動

を
続
け
て
い
る
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

僕
が
初
め
て
香
川
を
訪
れ
た
の
は
、猪
熊
弦
一
郎
先
生
の
作

品
が
大
好
き
で
、丸
亀
市
に
あ
る
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
を

訪
ね
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。当
初
は
一
週
間
ほ
ど
の
旅

の
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、た
く
さ
ん
の
友
人
に
恵
ま
れ

て
、気
づ
け
ば
半
年
近
く
も
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
心
地

よ
さ
が
き
っ
か
け
で
2
0
1
1
年
に
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
坂
出
市
を
制
作
拠
点
に
し
て
い
ま
す
が
、こ
こ
に
は

画
家
と
し
て
活
動
を
続
け
る
た
め
に
必
要
な
環
境
が
全
て

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。な
じ
み
の
画
材
屋
さ
ん
が
あ
り
、額
縁
を
仕

立
て
て
く
れ
る
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、特
注
の
箱
を
作
っ
て
く
れ
る

段
ボ
ー
ル
工
場
や
、夜
遅
く
ま
で
荷
物
を
受
け
付
け
て
く
れ
る
運

送
拠
点
も
あ
る
。創
作
活
動
を
支
え
る
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
凝

縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
と
も
う
一

つ
。僕
は
飛
行
機
が
苦
手
な
の
で
新
幹
線
で
の
移
動
が
メ
イ
ン

に
な
る
の
で
す
が
、坂
出
市
は
岡
山
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好

で
す
。そ
し
て
、何
よ
り「
み
ど
り
の
窓
口
」が
混
み
合
わ
な

い
。移
動
の
多
い
僕
に
と
っ
て
は
代
え
が
た
い
ス
ト
レ
ス
フ

リ
ー
な
環
境
で
す
。

山
口
さ
ん
の
作
品
は
花
や
動
物
を
シ
ン
プ
ル
に
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

日
本
に
は
ま
だ
、日
常
的
に
原
画
を
自
宅
に
飾
る
と
い
う

習
慣
が
根
付
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

初
め
て
絵
を
手
に
取
る
方
が「
こ
れ
を
飾
っ
て
み
た
い
」と
直

感
的
に
思
え
る
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
表
現
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
で
彩
る
花
や
、鉛
筆
一
本
で
命
を
吹

き
込
む
動
物
た
ち
。書
道
に
も
通
じ
る
よ
う
な
、迷
い
の
な
い

潔
い
線
と
余
白
の
美
し
さ
を
意
識
し
て
い
ま
す
。花
は
画
家

画家。香川県在住。 セツ・モードセミナー卒
業。雑誌『Olive』『anan』などのイラストレー
ションでキャリアをスタートし、現在は香川県
坂出市を拠点に活動。東京・南青山のDEE'S 
HALL（2023年Close）での定期的な個展をは
じめ、各地のギャラリーやインテリアショップ
（IDÉEなど）で展示会を開催。

香川の酒販店との縁でワイン
ラベルを制作。ここからジョー
ジア行きの話へと広がった。

2
0

1
年
、静

か
ら

川
へ
と

住
し

画
家
・

口
一
郎

現
在
は
坂
出
市
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、創
作
の
日
々
を
送
っ
て

る

猪
熊
弦
一
郎
へ
の
憧
れ
か
ら
始
ま
っ
た
香
川
と
の
縁

そ
し

作
品
に

め
ら
れ

思
い
を

っ
た

1 香
岡
川

香 に
移
根

た を
山 下
氏 ろ
。 し
て
、

て 世
込 界
た を
伺
見

。 つ
、 め
い る
。 。

た
の
で
す
が
、そ
こ
で
即
興
で
描
い
た
絵
を
気
に
入
っ
て
も

ら
い
、ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

言
葉
を
超
え
て
僕
の
絵
が
誰
か
に
届
く
瞬
間
を
、も
っ
と
世

界
中
で
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、絵
画
だ
け
で

な
く
立
体
作
品
や
抽
象
画
な
ど
、表
現
の
幅
も
さ
ら
に
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。た
だ
、世
界
中
の
ど
こ
へ

行
っ
て
も
、僕
が
帰
る
場
所
は
こ
こ
香
川
で
す
。こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
こ
の
穏
や
か
な
地
で
、暮
ら
し
を
飾
る
一
枚
を
描
き

続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

と
し
て
の
活
動
初
期
か
ら
描
き
続
け
て
い
る
モ

チ
ー
フ
で
、今
で
は
名
刺
代
わ
り
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
。特
定
の
花
で
は
な
く
て
、僕
の
内
側
に
あ
る
も
の
を

描
い
て
い
ま
す
。

県
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
に
積
極
的
に

協
力
さ
れ
て
お
り
、今
や「
私
た
ち
の
山
口

一
郎
」と
感
じ
て
い
る
県
民
の
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

地
域
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　

そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
、本
当
に
光
栄
な

こ
と
で
す
。実
は
僕
、自
分
の
こ
と
を「
最
高

の
イ
エ
ス
マ
ン
」だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

「
山
口
さ
ん
に
こ
れ
を
お
願
い
し
た
い
」と
声
を
か
け
て
い
た

だ
け
た
ら
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
許
す
限
り「
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
お
答
え
し
た
い
。丸
亀
市
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー「
マ
ル

タ
ス
」の
壁
画
制
作
や
、三
豊
市
の
公
園
の
遊
具
の
デ
ザ
イ

ン
、地
元
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
へ
の
協
力
な
ど
な
ど
。こ
れ
ら

は
全
て
、僕
の
絵
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
繋
が
る
大
切
な

機
会
に
な
り
ま
し
た
。簡
単
に
引
き
受
け
す
ぎ
て
、あ
と
か
ら

困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、振
り
返
っ
て
み
る
と
、そ
こ
か

ら
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。で
す
か
ら
、地

域
か
ら
の
お
声
が
け
に
は
で
き
る
限
り
応
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
や
、新
し
く
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

今
春
に
行
っ
た
台
湾
で
の
個
展
な
ど
、最
近
は
海
外
で
の

活
動
も
増
え
て
き
ま
し
た
。来
年
は
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
、敬
愛

す
る
マ
テ
ィ
ス
が
晩
年
に
手
が
け
た
礼
拝
堂
を
訪
ね
る
予
定

も
あ
り
ま
す
。先
日
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ

山口一郎インタビュー

ICHIRO YAMAGUCHI

山口 一郎

一本の線に思いを注いで
作品を描いていく。

レコード、本、フィギュアなど。
アトリエは山口さんの好きな
ものであふれている。

三豊市にある「道の駅ふれあいパークみの」の遊具に絵を描いた。
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1988年、三重県尾鷲市に生まれる。
2011年、大学で油絵を専攻し、美術教育課程を修了。
2014年ごろから陶芸の勉強を始める。
2018年、ご主人に伴い香川県に移住。
2020年、香川県三木町に「アートスペースにしくみ」オープン。
2025年、「アートスペースにしくみ牟礼工房」として
　　　　高松市牟礼町に工房を構える。
2026年、陶芸体験ができる｢せとうち うみぽたり｣を
　　　　高松市庵治町にオープン。

ニシクミ（本名西公美）

香川県木田郡三木町上高岡399
TEL 080-1624-2493
https://www.art-space-2493.com/

　

大
学
で
油
絵
を
専
攻
し
た
後
、独
学
で
陶
芸
を
学
ん

だ
ニ
シ
ク
ミ
さ
ん
。「
陶
芸
は
そ
の
土
地
に
生
ま
れ
、

そ
の
土
地
で
消
費
さ
れ
て
き
た
文
化
」
と
い
う
考
え

を
抱
い
て
い
た
。夫
の
実
家
が
あ
る
香
川
県
に
移
住

し
、
こ
の
土
地
の
土
を
こ
ね
て
陶
器
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
が
、納
得
で
き
る
土
に
出
合
え
な
い
。
そ

ん
な
中
、
ふ
と
周
り
を
見
渡
す
と
、
こ
こ
は
世
界
に
誇

る
べ
き
石
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
土
地
で
あ
る
と
気

付
く
。
そ
れ
な
ら
ば
、世
界
的
な
銘
石
で
あ
る
庵
治

石
で
香
川
県
な
ら
で
は
の
作
品
を
作
り
た
い
と
思
い

立
っ
た
。

　

話
を
聞
け
ば
、石
の
加
工
現
場
で
は
大
量
の
石
粉

が
発
生
し
、産
業
廃
棄
物
と
し
て
手
間
と
費
用
を
か

け
て
処
分
し
て
い
る
と
言
う
。
そ
の
石
粉
を
有
効
利

用
で
き
れ
ば
、伝
統
産
業
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
は
ず
。
と
こ
ろ
が
、石
粉
は
石
材
店
に
よ
り
大
き
く

性
質
が
異
な
り
、石
粉
の
み
の
作
品
を
作
る
こ
と
が

難
し
い
。少
し
で
も
多
く
の
石
粉
を
粘
土
に
配
合
で

き
な
い
か
と
、5
年
に
も
及
ぶ
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

50
％
以
上
と
い
う
割
合
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

手
に
し
て
驚
く
の
は
そ
の
軽
さ
。石
の
重
厚
な
イ

メ
ー
ジ
を
覆
す
滑
ら
か
な
質
感
と
軽
や
か
さ
に
加

え
、食
洗
機
や
電
子
レ
ン
ジ
に
も
対
応
す
る
。想
像
以

上
の
優
れ
た
器
が
完
成
し
た
。

アートスペースにしくみ 

　

日
本
各
地
で
作
ら
れ
る
焼
き
物
は
、土
器
、陶
器
、

磁
器
、
そ
し
て

に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
炻
器
は
、

陶
器
と
磁
器
の
中
間
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
。粘
土

と
庵
治
石
の
粉
か
ら
生
ま
れ
る
ニ
シ
ク
ミ
さ
ん
の
作

品
も
炻
器
に
当
た
る
。
し
か
し
、「
せ
っ
き
」
と
聞
く

と
、石
の
器
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
。
そ
こ
で
、

完
成
し
た
器
を「
炉
器
」
と
名
付
け
た
。窯
の
火
を
連

想
さ
せ
る「
炉
」
と
い
う
字
を
用
い
た
が
、実
は「
ロ

キ
」
と
い
う
言
葉
は
ラ
テ
ン
語
で
大
地
の
神
を
意
味

す
る
。香
川
の
大
地
か
ら
生
ま
れ
、2
千
万
年
ほ
ど

前
に
地
表
に
現
れ
た
と
い
う
庵
治
石
は
、
ま
さ
に
こ

の
地
の
神
の
よ
う
な
石
。
そ
の
石
粉
か
ら
生
ま
れ
た
器

に
ふ
さ
わ
し
い
ブ
ラ
ン
ド
名
で
あ
る
。

　

太
平
洋
を
見
て
育
っ
た
ニ
シ
ク
ミ
さ
ん
は
、香
川
に

住
ん
で
、穏
や
か
に
輝
く
瀬
戸
内
海
の
風
景
の
美
し

さ
に
感
動
し
た
。
こ
の
海
の
近
く
で
納
得
で
き
る
作

品
を
作
り
続
け
、「
多
く
の
人
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し

｢Loci｣の三つのこだわり。庵治石の粉末を半分以
上使用する。全て手作業で作り上げる。機能性を
追求し、日々使いたくなる｢使いやすさ｣を目指す。

｢せとうち うみぽたり｣で人気のシーグラ
スを使った作品。海ごみが瀬戸内海を思
わせるグラデーションに生まれ変わる。

三木町では主に子どもアート教室を開き、｢せとうち
うみぽたり｣は週末の陶芸体験教室を開催している。
2026年8月9日・10日は特別に栗林公園で陶芸体験が
できる（問い合わせは栗林庵へ）。

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
願
う
。
そ
の
思
い
で
、庵

治
の
地
に
陶
芸
体
験
が
で
き
る「
せ
と
う
ち 

う
み
ぽ
た

り
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
こ
で
は
、海
ご
み
と
し
て
集

め
た
シ
ー
グ
ラ
ス
を
使
っ
た
作
品
も
作
る
こ
と
が
で
き

る
。海
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
ニ
シ
ク
ミ

さ
ん
。優
し
い
海
に
感
謝
し
、海
に
優
し
い
作
品
を
生
み

出
し
た
の
だ
。

　

讃
岐
の
大
地
を
思
わ
せ
る

力
強
く
美
し
い
庵
治
石
か

ら
生
ま
れ
た
器
。た
く
さ
ん
の

人
の
手
で
生
ま
れ
る
優
し
く

輝
く
瀬
戸
内
海
を
思
わ
せ

る
作
品
た
ち
。讃
岐
の
大
地

と
瀬
戸
内
海
に
出
会
っ
た
ニ

シ
ク
ミ
さ
ん
が
生
み
出
す
デ

ザ
イ
ン
は
、日
々
の
暮
ら
し

に
彩
り
を
添
え
る
。

炻せ
っ

器き

香川の銘石から
生まれる器、「Loci」。ロ キ

ニシクミ陶磁器
世界一美しい花こう岩と称される銘石「庵治石」。

その石粉を使って生まれた「Loci（炉器）」は、唯一無二の質感と機能性を持つ。
ブランド誕生の裏には、作家の熱い思いがあった。

あ  じ  い し

ろ 　き

つるりとした手触りで軽く、吸水率が低い「Loci」。
食器としてはもちろん、香川県の特産品の一つ盆
栽の鉢にも適している。令和6年度かがわ県産品
コンクールで最優秀賞を受賞。香川の魅力を伝
えるブランドとなった。

庵治石の粉は釉薬にも使用する。讃岐の風土を
思わせる優しい色合いを生み出している。
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ころんと愛らしい姿に、どこか力の抜けた表情がたま
らないヤドン。香川のあちこちで出会えるその存在が、
旅の気分をふわりと上げてくれます。この夏、ヤドンと
一緒に香川を巡る旅、始めてみませんか。 編集長

KAGAWA
EHIME
SETOUCHI
SHUN SAI KAN

〒105-0004 東京都港区新橋2-19-10新橋マリンビル1・2階
https ://www.setouch i -shunsa ikan .com
香川県・愛媛県共同アンテナショップ運営協議会 TEL03-3574-2028

東京・新橋
アンテナショップ

1F特産品ショップ、2F郷土料理レストラン、
観光情報コーナーで香川の旬をぜひどうぞ。

旬彩館2階がリニューアルオープン！
～郷土の魅力を新装発信～

郷土・せとうち料理「かおりひめ」

工芸品・雑貨ショップ

　ランチタイムの看板メニューの讃岐
うどんは、香川県産小麦「さぬきの夢」
を100％使用した、「かけうどん」と「ぶっ
かけうどん」を新価格の450円（税込）で
提供しており、フルサービス店ならでは
の丁寧な接客のなか、ワンコインで本場のコシと香り、いりこ
出汁の旨味をお楽しみいただけます。ディナータイムには、瀬

戸内海で獲れた新鮮なお刺身はもちろ
ん、オリーブ牛やオリーブ豚、島鱧など、
自慢のブランド食材をふんだんに使った
逸品をぜひご賞味ください。

　「香川漆器」や「丸亀う
ちわ」をはじめ、小豆島産
オリーブオイルを使った
化粧品など首都圏ではな
かなか手に入らない逸品

を厳選して販売しており、作り手の思いが伝わるような、上
質な香川の暮らしを提案しています。

　旬彩館2階は4月24日にリニュー
アルオープンし、レストランの「かお
りひめ」では、大型モニターを店頭
に1台、店内に3台設置して県産食
材の生産者の声や、自然豊かな香
川の風景を、動画を通じてお伝え
するなど、これまで以上に香川を身
近に、そして深く体感していただけ
る空間へと生まれ変わりました。

時を超えて重なる文化財

神谷神社へ北条念仏踊の奉納

　瀬戸内国際芸術祭2025
で制作・展示した屋内作品
を、会期外では初めて、期
間限定で定期的に公開しま
す。これまでゴールデン
ウィークやお盆などの長期
休暇を中心に屋内作品を
公開してきましたが、より多
くの方に作品をご覧いただ
ける機会を提供するため、
会場エリアごとに公開日を
定めました。また、9つの会
場エリアのうち5つの島（エリア）ではエリア内共通チケットをご用
意し、より気軽に作品を鑑賞していただけるようになりました。
　いつでもご鑑賞いただける屋外作品を合わせると、各会場エリア
に多数の作品がありますので、芸術祭会期中は混雑していてゆっく
り島を周れなかった方、これまで芸術祭を訪れたことのない方も、
会場エリアごとに異なる自然、歴史、文化を感じながら、ゆったりと
芸術作品を巡ってみてはいかがでしょうか。

今年も瀬戸内でアート鑑賞の旅を満喫！

瀬戸内国際芸術祭の屋内作品を定期的に公開します

　5月3日、坂出市の国宝「神谷神社本殿」修理事業の完了に伴う奉
祝行事が執り行われ、地元獅子組や二胡の演奏に加え、香川県指定
無形民俗文化財「北条念仏踊」が奉納されました。北条念仏踊は坂
出市東部に伝わる民俗芸能で、平成6年の渇水時の奉納を最後に活
動を中断していましたが、昨春に約30年ぶりの奉納が行われました。
江戸時代には滝宮神社（綾川町）へ奉納を行っており、その際には踊
り手たちがまず神谷神社に集まり、滝宮へ出発していました。令和4年
の落雷による被災から修理を終えた神谷神社に、長い中断を経て活
動を再開した北条念仏踊の奉納が行われたことは、地域に受け継が
れてきた歴史文化の繋がりを改めて感じさせる機会となりました。

さあ、釜山へ

高松-釜山線、新規就航！
高松空港から80分でリゾート旅

温かいご支援をお願いします！

「高校生花いけバトル」への
ガバメントクラウドファンディングを募集

【問い合わせ先】
瀬戸内国際芸術祭実行委員会事務局（香川県瀬戸内国際芸術祭推進課）
TEL087-813-0852

【問い合わせ先】 香川県教育委員会生涯学習・文化財課 TEL087-832-3314
【問い合わせ先】香川県交流推進部空港振興課
TEL087-832-3363

※画像提供 飛行機：韓国LCC「エアプサン」釜山夜景：釜山観光公社

会場エリア（基本的な公開予定日）
・豊島、高松港エリア（毎週土日祝）
・女木島、男木島、小豆島、大島、本島（毎月第2土日）
・引田エリア（毎週日曜日）
・粟島（毎週土曜日）
※会場エリアごとに屋内作品の公開状況が異なりますので、最新の公開予定日、公開作品の
　詳細は、瀬戸内国際芸術祭公式ウェブサイトの「作品公開スケジュール」をご確認ください。

エリア内共通チケット
女木島、男木島、小豆島、大島、本島は1,000円でエリア内の公開作品を
すべて鑑賞していただける「エリア内共通チケット」をご購入いただけます。
※個別で鑑賞する場合は、個別鑑賞料：500円／作品が必要です。
※いずれも購入・支払いは現地作品受付で、支払い方法は現金のみです。当日限り有効。【問い合わせ】 全国高校生花いけバトル実行委員会事務局 TEL087-832-3419

【運航スケジュール】
※2026年3月31日（火）～2026年10月23日（金）

高松➡釜山（金海）　火・金・日 19:35‒20:55
釜山（金海）➡高松　火・金・日 17:20‒18:40

　高松-釜山線が3月31日（火）から週3
往復で新規就航しました！韓国最大の港
町・釜山は、海沿いの立地を生かしたビー
チリゾートや絶景モノレール、新鮮な魚
介類が並ぶ市場など、ソウルとはひと味
違う魅力が満載です！週末を利用した気
軽な海外旅行もお楽しみいただけます。

　高校生二人組のバトラーが即興
で花をいけ、対戦する。その時間は
わずか5分間。「全国高校生花いけ
バトル」は、流派、所属、部活動など
の枠を超え、高等学校に在籍して
いる生徒の皆さんならどなたでも
参加することができる大会です。

　今回記念すべき「第十回全国高校生花いけバトル」を開催するにあた
り、一般の皆さまにも寄付を通じて運営に参加いただき、大会を盛り上
げるとともに、花への関心を高めていただきたいとの思いから、ガバメン
トクラウドファンディングによる支援をお願いすることとしました。

【ガバメントクラウドファンディング申込方法】
下記アドレス、またはQRコードからお申し込みください。
募集期間：令和8年7月16日（木）～10月12日（月祝）

https://www.furusato-tax.jp/gcf/?top_gcf_gcf

航空券の予約はこちら釜山について

エカテリーナ・ムロムツェワ「House of Shadows（影の家）」（本島）豊福亮「黄金の海に消えた船」（小豆島）
Photo：Shintaro MiyawakiPhoto：Shintaro Miyawaki

香川大会は令和8年8月29日（土）、三木町文化交流プラザで、
全国大会は令和9年1月24日（日）、レクザムホール大ホールで開催されます。
（大会詳細：https://hs.hanaikebattle.com/）
次代を担う高校生たちの花いけにかける青春にぜひご支援をお願いします！

しまはも
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（注）掲載のイベントは、中止または内容に変更が生じることがあります。


